
①

②

（条例全般に関するご意見）
この条例に基づき，実際の行動の変化を評価する市民組織を作るべ
き。また、条例制定前に議会主催の市民との意見交換会を設けるべ
き。
東京財団モデルでは基本条例の必須要件として，①議会報告会の開
催，②請願，陳情者の意見陳述，③議員間の自由討議が掲げられて
いる。その点から、議会報告会の規定が欠落しており導入すべきで
あり、また、請願，陳情者の意見陳述の規定が欠落しており，参考
人制度も形骸化していることから，基本条例できちんと定めておく
べき。

③今回の議会基本条例制定で，やっと岡山市議会も議会改革に向けて
動き出したことは評価できると思う。特に第15条の「議員間討議」
を設けたところは素晴らしいと思う。
もう少し踏み込んだ具体的な文言を付け加えるべきだと感じたとこ
ろもあり，８条４項　議会は・（略）・・，誠実に対応するものと
する。「誠実に対応」とは，上手に逃げた感じがする。「請願陳情
の提出者の意見聴取」や「議会報告会」など，議会と市民が直接対
話する機会を設けるため，その規定をしっかりと盛り込んで欲し
い。それが条例（案）の冒頭に謳われている「市民に開かれた議会
を目指す」ことになると思うからである。
地方議会不要論もある中，「なぜ議会があるのか。なぜ議員がいる
のか。」この問いをもう一度，議員の方々には考えていただき，岡
山市の発展のために取り組んでいただきたいと思う。

④条例案にはごく当たり前のことが書かれていると感じた。示された
条例案が施行されると，これまでと何が変わるのか。
「議員定数や議員報酬の削減」という市民の声は，議員が何をして
いるのかがわからないからあると思う。基本条例の制定に関して
も，そもそも何が問題で，この条例を制定することがどう解決に繋
がるのか，ということをわかるように示さないと，条例案だけ見せ
られて意見を求められても，「で，どうなるの？」という疑問しか
残らない。当たり前のことを書いてある割に努力規定が多く（第6
条，第7条第4項，第8条第1項，第2項，第11条，第12条第1項から第3
項，第14条第1項，第15条，第17条第1項，第21条，第22条），これ
らの規定でどこまで実効性が確保できるのか疑問である。また，義
務規定はすでに実施していることばかりで，この条例の必要性がよ
くわからない。議会基本条例はいろいろな自治体で制定されている
ようであるが，岡山市でこの条例を作る意味は何なのか。
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前文
　わたしたち岡山市議会は，多様な歴史，文化及び地勢に富
んだ地域で構成される政令指定都市の議会として，広範な市
民の意見を市政に反映させていく使命を担っている。
　日本国憲法に基づく地方自治制度の二元代表制の下，議会
は，その持てる立法機能，監視機能，調査機能，政策形成機
能等の権能を十分に発揮し，自由かっ達な議論を通して，最
良の結論を導き出す役割を果たさなければならない。

　ここに，わたしたち岡山市議会は，このような使命と役割
を自覚するとともに，地方自治の本旨にのっとり，不断の努
力の下，市民に信頼され市民に開かれた議会を目指し，市民
福祉の向上と市勢の発展に寄与することを決意し，この条例
を制定する。

①前文を次のように修正すべき。
ここに，わたしたち岡山市議会は，このような使命と役割を自覚す
るとともに，地方自治の本旨にのっとり，不断の努力の下，市民と
情報を共有し，市民の意見を取り入れる議会を目指し，常に議会を
改革することにより市民の信頼を得て，市民福祉の向上と市勢の発
展に寄与することを決意し，この条例を制定する。

第１章　総則

（目的）
第１条　この条例は，前文に規定する使命，役割及び決意を
踏まえ，議会及び議員の在り方等に関する基本的事項を定
め，合議制の機関である議会と議会を構成する議員の役割と
責務を明確にし，もって市民福祉の向上と市勢の発展に寄与
することを目的とする。

①第１条中に「市民と向き合った議会にするため，市民の参加と情報
の共有を推進することにより」を加えるべき。

（条例の遵守等）
第２条　議会及び議員は，この条例を遵守して議会運営を行
わなければならない。

２　議会及び議員に関する他の条例，規則等を制定し，又は
改廃しようとするときは，この条例の趣旨を尊重しなければ
ならない。

岡山市議会基本条例（案）に対する市民意見募集結果
（募集期間：平成25年１月22日から同年２月11日まで）

（結果）　持参１件，メール２件，市議会ホームページ２件　　計５件

基本条例（案） いただいたご意見
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第２章　議会及び議員の役割等

（議会の役割及び活動原則）
第３条　議会は，議事機関として，次に掲げる役割を担う。
(1) 議案等の審議及び審査により，本市の意思決定を行うこ
と。
(2) 市長その他の執行機関及び公営企業管理者（以下「市長
等」という。）の事務の執行について監視及び評価を行うこ
と。
(3) 市民の多様な意見を的確に把握するとともに，市政の課
題に関する調査研究を通じて，政策立案及び政策提言等を行
うこと。
(4) 意見書，決議等により，国等への意見表明を行うこと。

①議会の役割として次の３項目を加えるべき。
(1) 市の長期計画，財政計画，年度方針と重点実施事項の審議，意
思決定
(2) 期待する効果，手段と費用，達成期限が明記された全ての事務
事業計画書又は予算書の審議，意思決定
(3) 計画書に基づいた全事業の実施途中経過，年度末における評価
及び反省の審議，意思決定

２　議会は，前項各号に掲げる役割を果たすため，次に掲げ
る原則に基づき活動する。
(1) 市民の代表にふさわしい充実した審議及び審査並びに討
議を行うこと。
(2) 市民からの信頼性を高めるよう不断の努力を行い，議会
運営の公正性及び透明性を確保すること。
(3) 市民が参加しやすい開かれた議会運営を行うこと。
(4) 市政の課題並びに議案等の審議及び審査の内容につい
て，様々な機会を活用して市民への説明責任を果たすこと。

②第３号、第４号を次のように修正すべき。
(3) 市民が参加しやすい開かれた議会運営を行うため，議会主催の
市民と情報を共有し，審議する機会を作ること。
(4) 市政の課題並びに議案等の審議及び審査の内容について，議会
主催の市民説明会等様々な機会を活用して市民への説明責任を果た
すこと。

（議員の責務)
第４条　議員は，市民の代表者としての品位を保持し，能力
の向上に努めるとともに，市民の意見を的確に把握し，広い
視野から情報収集を行い，市民全体の利益を勘案して職務を
行わなければならない。

①第４条を次のように修正すべき。
第４条　議員は，市民の代表者としての品位を保持し，能力の向上
に努めるとともに，市民の意見を的確に把握するため，当事者，市
民団体，専門家，希望者等に意見を求める機会を作り，広い視野か
ら情報収集を行い，市民全体の利益を勘案して職務を行わなければ
ならない。

（議員の役割及び活動原則）
第５条　議員は，主に次に掲げる役割を担う。
(1) 本会議及び委員会（以下「会議」という。）に出席し，
議案等の審議及び審査等を行うこと。
(2) 市民の多様な意見を的確に把握するとともに，市政の課
題に関する調査研究を通じて，政策立案及び政策提言等を行
うこと。
２　議員は，前項各号に掲げる役割を果たすため，選挙によ
り選ばれた公職にある者及び議事機関である議会の構成員と
して，次に掲げる原則に基づき活動する。
(1) 市政全体を見据えた視点に立って，的確な判断を行うこ
と。
(2) 様々な機会を活用して，市民への説明責任を果たすこ
と。

①

②

第２項にある議員の修飾表現を第１項に移すべき。
第５条　議員は，選挙により選ばれた公職にある者及び議事機関で
ある議会の構成員として，主に次に掲げる役割を担う。
(1) 本会議及び委員会（以下「会議」という。）に出席し，議案等
の審議及び審査等を行うこと。
(2) 市民の多様な意見を的確に把握するとともに，市政の課題に関
する調査研究を通じて，政策立案及び政策提言等を行うこと。
第１項２号を次のように修正すべき。
(2) 市民の多様な意見を的確に把握するため，議会主催で多様な意
見を持つと思われる市民による会議を設けるとともに，市政の課題
に関する調査研究を通じて，政策立案及び政策提言等を行うこと。

（議員の政治倫理）
第６条　議員は，市民の負託により市政に携わる権能及び職
責を有することを深く認識し，政治倫理の向上と確立に努め
るものとする。

（会派）
第７条　議員は，議会活動を円滑に実施するため，会派を結
成することができる。
２　会派は，必要に応じて会派間の調整に努め，円滑かつ効
果的な議会運営を図る。
３　会派は，議員の活動を支援するとともに，政策立案及び
政策提言等のために調査研究を行う。
４　会派は，その活動を市民に対し説明するよう努めるもの
とする。

第３章　市民との関係
（市民参加の促進）
第８条　議会は，市民の多様な意見を把握し，議会活動に反
映させるとともに，市民が議会活動に参加する機会を確保す
るよう努めるものとする。

①第８条第１項を次のように修正すべき。
第８条　議会は，市民の多様な意見を把握し，議会活動に反映させ
るとともに，市民が議会活動に参加する機会を確保するため，議会
主催で議員と市民の意見交換会を設ける。

２　議会は，議会活動に関する情報を市民に公開し，市民に
対する説明責任を果たすよう努めるものとする。
３　議会は，市民の意見及び知見を審議，審査又は調査に反
映させるため，公聴会及び参考人の制度等を活用するものと
する。
４　議会は，請願及び陳情を市民による幅広い提案や意見と
位置付け，誠実に対応するものとする。

②「誠実に対応する」というのは，上手に逃げた感じがする。

（広報及び広聴）
第９条　議会は，多様な広報及び広聴手段を活用することに
より，議会活動に関する情報の積極的な公開及び発信並びに
市民の意見の把握に努めるとともに，議会の広報及び広聴の
内容及び在り方について不断に検証するものとする。

議会運営委員会
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（会議等の公開）
第１０条　議会は，市民に対する説明責任を果たし，市民が
主体的に市政に参加することができるよう，傍聴，インター
ネットその他の方法で会議を公開するものとする。

①第１０条を次のように修正すべき。
第１０条　議会は，市民に対する説明責任を果たし，市民が主体的
に市政に参加することができるよう，本会議，各種委員会では傍聴
者にも会議資料を準備するなどして傍聴者を増やし，インターネッ
トその他の方法で会議を公開するものとする。

２　議会は，公開した会議で使用した資料及び会議録を公開
するものとする。

第４章　市長等との関係
（市長等との関係）
第１１条　議会は，二元代表制の下，市長等と対等で緊張あ
る関係を構築し，市長等の事務の執行の監視及び評価を行う
とともに，政策立案及び政策提言を通じて，自らの役割を最
大限に発揮するよう努めるものとする。

①

②

第１１条を次のように修正すべき。
第１１条　議会は，二元代表制の下，市長等と対等で緊張ある関係
を構築し，市長等の事務の執行の監視及び評価を行うことにより議
会も事業の推進を図るとともに，積極的な政策立案及び政策提言を
通じて，自らの役割を最大限に発揮するよう努めるものとする。
次の項目を新たに加えるべき。
(1) 議会は市政全般及び事務事業のコストを精査し，常に経費削減
のための手段を見直し，代替え案を提案する。
(2) 議会は事業の効果対費用を精査し，事業に優先度を付けるとと
もに，無駄と思われる事業は中止するよう提言する。

（議会への説明等）
第１２条　市長等は，重要な計画，政策，施策又は事業（以
下本条において「計画等」という。）を作成し，又は変更し
ようとするときは，その計画等の論点を明確にすること及び
水準を高めることに資するため，議会に対し，次に掲げる事
項について明らかにするよう努めるものとする。
(1) 計画等の背景及び検討経緯
(2) 市民参画の実施の有無及びその内容
(3) 総合計画及び法令との整合性
(4) 収支見通し

①第１項に次のように２つの号を加えるべき。
(5) この事業により達成すべき成果，必要な手段，費用，期限，及
び達成するための推進責任者
(6) 第２案等を添付するとともに，その案に至った経緯

２　市長は，予算を議会に提出し，又は決算を議会の認定に
付するに当たっては，施策別又は事業別のわかりやすい説明
資料を作成するよう努めるものとする。
３　市長等は，議会から市政の調査に必要な資料提出の請求
があった場合及び市政について説明を求められた場合は，こ
れに誠実に対応するよう努めるものとする。
４　市長等は，予算の調製又は計画等の作成若しくは変更に
当たっては，関連する決議に含まれる議会の意見表明及び政
策提言の趣旨を尊重するものとする。

（議決事件）
第１３条　地方自治法(昭和２２年法律第６７号)第９６条第
２項の規定に基づく議会の議決事件については，別に条例で
定める。

第５章　議会運営
（議会運営）
第１４条　議会は，公正，公平かつ円滑な議会運営に努めな
ければならない。

２　議会運営に関わる事項については，この条例の趣旨に
のっとり，議会運営委員会で協議し，調整する。

（議員間討議）
第１５条　議員は，言論の府である議会の権能を発揮し，政
策立案及び政策提言等を積極的に行うため，会議において，
議員相互間の討議に努めるものとする。

①この条文のみでは，これまでの執行部に対して議員が一方的に質問
するという会議がどう変わるのか不明であり，自由討議をどのよう
に行うのかを明らかにすべき。

（委員会）
第１６条　議会は，常任委員会及び議会運営委員会を置き，
必要に応じて特別委員会を置く。

２　常任委員会は，その所管に属する市の事務に関する調査
を積極的に行い，議案等を審査する。
３　議会運営委員会は，適正かつ効率的な議会運営の実現に
資するため，議会の運営に関する事項等について調査を行
い，議案等を審査する。
４　特別委員会は，その目的，委員の数，設置する期間を明
確にして，特定の付議事件を審査する。
５　委員会は，議案等の審査及びその所管に属する事務の調
査に当たり，市長等に資料の提出を請求することができる。
この場合において，市長等は，誠実に対応しなければならな
い。

（質疑応答の基本原則）
第１７条　議員は，質疑し，又は質問しようとするときは，
議案及び市政の課題等について，市民に対して論点及び争点
が明らかになるよう努めなければならない。この場合におい
て，答弁を行う者は，誠実に対応しなければならない。

①第１項を次のように修正すべき。
第１７条　議員は，質疑し，又は質問しようとするときは，議案及
び市政の課題等について，市民に対して論点及び争点が明らかにな
るよう努めなければならない。この場合において，答弁を行う者
は，だれがいつまでにどこまでなどを説明し，誠実に対応しなけれ
ばならない。また，質問者も答弁者も発言はその場限りにならない
よう常にその後の推移を把握し，公表しなければならない。

２　会議における質疑応答については，わかりやすく効果的
な方法により行うものとする。

議会運営委員会
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３　答弁を行う者は，論点を明確にするために，議長又は委
員長の許可を得て，反問することができる。

（会期）
第１８条　議会は，市政の課題に的確かつ柔軟に対応するた
め，十分に審議を尽くすことができる会期を定める。

第６章　議会の機能強化
（議会の機能強化）
第１９条　議会は，市長等の事務の執行に対する監視及び評
価並びに議会が行う政策立案及び政策提言等に関する機能を
強化するものとする。

（専門的知見の活用）
第２０条　議会は，議案の審議及び審査又は市の事務に関す
る調査のために必要な専門的事項に係る調査に当たり，学識
経験者等を積極的に活用するものとする。
２　議会は，前項の専門的事項に係る調査のために必要があ
ると認めるときは，学識経験者等で構成する調査機関を設置
することができる。

（議会事務局の機能強化）
第２１条　議会は，議会の政策立案能力を向上させ，議会機
能の充実を図るため，議会活動を補佐する議会事務局の機能
の強化に努めるものとする。

（議会図書室の機能強化）
第２２条　議会は，議員の調査研究に資するために設置する
議会図書室を適正に管理運営するとともに，その機能の強化
に努めるものとする。

（議会改革の推進）
第２３条　議会は，社会環境，経済情勢等の変化により新た
に生ずる市政の課題等に適切かつ迅速に対応するため，情報
通信技術の進展も視野に入れ，継続的な議会の改革に取り組
むものとする。

２　議会は，必要があると認めるときは，前項の規定による
取組を行うため，議員で構成する検討組織を設置することが
できる。

第７章　その他

（議員定数等）
第２４条　議員定数，定例会の回数，委員会，政務活動費，
議員報酬及び費用弁償に関しては，別に条例で定める。

（条例の見直し）
第２５条　議会は，社会情勢の変化，市民の意見等を踏ま
え，この条例の施行の状況について検討を加えるとともに，
必要に応じて条例の見直しを行うものとする。

附則
この条例は，平成２５年４月１日から施行する。

議会運営委員会


